
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10.26 原発輸出反対 1 日行動 

 日 時：10 月 26 日（金） 

10：00～原産協会抗議・要請 

11：00～日立製作所本社抗議・要請 

対政府交渉・院内集会 

13：30～17：00（13：15 から入館証交付） 

13：45～第 1 部交渉（インド） 

14：45～第 2 部交渉（イギリス） 

16：00～院内集会 

 会 場：衆議院第１議員会館 第１会議室 

8月 28 日、インド・ジャイタプール 

原発に反対する市民の非暴力抗議行動 

インド・モディ首相来日抗議！ 
原発輸出反対！対政府交渉、院内集会 

政府、JBIC、NEXIは作業部

会の内容を明らかにせよ。

 2017 年 6 月 7 日、インドへの原発輸出を進める「日印原子力協定」承

認案が参議院本会議で採決、可決され、7 月 20 日発効しました。この協

定は、①NPT（核拡散防止条約）に入らず、2 回の核実験を行ったインド

の核開発を事実上容認するもの、②原発建設予定地住民の人権と環境の侵

害に加担するもの、③フクシマ事故を起こし、その収束すらできない日本

が原発を輸出してよいのか、という問題を持っています。 

 日印両政府は、2017 年 9 月の共同声明で「原子力協力」を進める官民

参加の原子力作業部会の設置に合意しました。2018 年 3 月 26 日に開

催された第 1 回作業部会には、JBIC（国際協力銀行）、NEXI(日本貿易保

険)の他、原子力産業協会、日立 GE ニュークリア・エナジー、三菱重工

業、東芝エネルギーシステムズなど原子力メーカーも参加しています。 

 今年、10 月下旬と報道されるインド・モディ首相との会談で両首相は、

一層の原発輸出促進に合意すると予想されます。原発メーカーの儲けのた

めに危険な原発輸出を進めることは許されません。 

 第 1 回作業部会について、日本共産党の国会議員による情報公開請求に対して提出された外交公電記録は、「イ

ンド原子力賠償法に関する議論」「日本の公的信用」「EDF(フランス電力公社)、WH(ウェスチングハウス)のプロ

ジェクトへの日本企業の参画」という議題以外はすべて黒塗りでした。また、私たちが行った JBIC と NEXI に

対する情報公開請求で開示された両社の文書においても討議内容など重要部分は黒塗りでした。 

 インドでは、原発立地地域を中心とする反対運動が粘り強く展開されています。日本国内でも原発再稼働・輸出

反対世論は過半数を超えています。全ての原発輸出を止めましょう。 

 私たちは、「作業部会」に反対し、内容の全面公開と協議の中止を求め、国会冒頭となる 10 月 26 日（金）に日

立製作所の英ウィルヴァ原発輸出問題と併せた対政府交渉、院内集会などを開催します。ぜひ、ご参加ください。 

核武装国インドへの原発輸出に反対する市民ネットワーク 

 連絡先：山口（090-8455-5352）、村地（090-1156-4581） 



 

 私たちは、日立製作所の中西会長が経団連会長に就任

することに対する抗議行動、株主総会での抗議行動、

院内集会などに取り組んできました。 

 現在、日立製作所及びウィルヴァ原発の許認可段階の

協力協定を締結した日本原電に対して、中止、撤退を

求める抗議はがき行動に取り組んでいます。ぜひ、ご

協力をお願いします。 

● カンパをお願いします。 

【郵便振替口座】口座番号：00940-4-235749 加入者名：日印反核市民連帯 

【ゆうちょ銀行以外からの振込先】〔店名〕四一八（ヨンイチハチ）〔店番〕418 〔預金種目〕普通預金 

〔口座番号〕6461356 

 日立製作所は、東電福島第一原発事故後の 2012 年に英電力会社であるホライズン社をドイツ企業から買収し、

現在、アングルシー島にウィルヴァ原発を建設する計画を進めています。 

 これは、ホライズン社が、アングルシー島ウィルヴァにて同地既存の老朽原発 2 基の建て替えとして新規原発（改

良型沸騰水型原子炉（ＡＢＷＲ）の 1,350ＭＷｅ 2 基）を建設、2019 年着工、2020 年代中期に商業稼働をめ

ざす計画です。膨らんだ総工費約 3 兆円のうち、2 兆円の融資と保証は英国が負担とされましたが、出資部分の引

き受け先に日本政策投資銀行など政府系金融機関や電力大手の支援を求めるも協議は難航、英政府の電力の「差額

精算型固定価格買い取り（CfD）」制度による価格決定をめぐる対立も解消していません。 

 そして、2018 年 8 月 22 日、日立は日揮、米ベクテルとともに三社でつくった企業連合「メンター・ニューウ

ィッド」の解散を発表しました。これは、ホライズンが発注して工事を担当する予定であった企業連合ですが、こ

の解散はベクテルが建設費の高騰で採算が取れないと判断したためと言われています。 

 原発予定地周辺は、ヘリテージ・コーストとよばれる自然保護区域の近く。粘り強い反対運動が続けられています。 

 原発の稼働を予定する 2020 年代中頃には、原発は対自然エネでのコスト競争力を失うことは明らかです。日立

は、2019 年末までに工事着工を判断するとしていますが、直ちに中止、撤退を判断すべきです。 

日立製作所による英ウィルヴァ

原発建設を阻止しよう！ 

日立製作所及び英ウィルヴァ原発の許認可段階の協力協定を

締結した日本原電に対する抗議はがきにご協力ください。 


